
病害虫ライブラリー                                                   宮城県病害虫防除所 

 

作物名：りんご 

病害虫名：うどんこ病（病原：Podosphaera leucotricha） 
 

 

 

１ 被害の特徴と診断のポイント 
 葉、新梢及び果実に、発芽期から秋季にかけて発生する。 

 最初の発生は、主に頂芽にみられる。 

 りんごの発芽期から開花期頃に、展開葉が白い粉状の分生胞子に覆われる。発病部位は生育が抑制

され、奇形となる。 

 分生胞子は風で飛散して、葉、新梢及び果実に二次感染する。 

 果実に感染した場合は、果梗（果軸）に発生するほか、果面に網目状のさび症状を引き起こす。 

 発病葉から菌糸が伸びて芽に侵入・潜伏し、翌年の伝染源となる。 

 

２ 伝染源・伝染方法 
 りんごの芽に侵入・潜伏した菌糸が越冬し、翌年の伝染源となる。感染した芽の多くは無症状だが、り

ん片が不完全となってしまりが悪い「ぼけ芽」となる芽もある。 

 春季に発芽した新葉に発病し、病斑上に形成された分生胞子が風で飛散して、二次感染する。 

 本病原菌はもも果実にも感染し、幼果の褐色斑点症状や成熟果のさび症状を引き起こすことが知られ

ている。 

 

３ 発病しやすい条件 
 降雨が少なく、乾燥が続くと多発しやすい。伝染源が多い場合は、湿潤条件でも発生が多くなる。 

 品種によって発病程度が異なり、「紅玉」「つがる」「ジョナゴールド」等は多く、「ふじ」等は中間といわ

れている。 

 

４ 防除方法 
 冬季せん定時に、「ぼけ芽」をせん除して処分する。ほ場内には放置しない。 

 春季～夏季に、本病に登録のある殺菌剤を散布する。 

 風通しの良い樹形に努め、薬液が樹冠全体に届くようにする。 
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